
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『倭洋妾
やまとらしゃ

横浜美談』（3冊合巻） 

武田交來  (1819-1882)：録 

揚
よう

洲
しゅう

周延
ちかのぶ

(1838-1912)：画 

錦
きん

壽
じゅ

堂船津忠次郎(東京) ：刊 

明治 13(1880)年：届 

19cm／四目綴／各 9 丁／袋入(右図) 

 

横浜居留地の英商人とその日本人の妾をめぐる物語。上位の女性から草履で打たれた

女主人の仇をその下女が討つというくだりが、人形浄瑠璃『加々見山旧錦絵』に源流

する鏡山物の流れをくんでいる。 

 

 原典及び作品紹介リーフレットは、学術情報センターにて 

公開、配布しています。 

横浜市立大学学術情報センター 

貴重書月替わり展覧会【オンライン】 
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第 160回（2025年 1月） 


